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米国: 供給不安が押し上げる見掛けの加速(26 年 4 月 PMI) 

～中東情勢緊迫化に伴うパニック買い、供給網リスク、インフレ圧力～ 

 経済調査部 主任エコノミスト  桂畑 誠治 

（℡：050-5474-7493） 

 

1. 景況感は予想を上回る改善 

26 年 4 月のＳ＆Ｐグローバル米国総合購買担当者指数（ＰＭＩ）速報値は 52.0 と、前月の

50.3 から 1.7 ポイント上昇し、市場予想中央値の 50.6 を大幅に上回った。部門別にみると、製造

業ＰＭＩは 54.0 （前月 52.3）と 1.7 ポイント上昇し、景況判断（拡大縮小）の分岐点である 50

を 9 ヵ月連続で上回った。サービス業ＰＭＩは 51.3 と前月の 49.8 から 1.5 ポイント上昇し、拡

大圏を回復した。製造業とサービス業の活動がともに活発化し、全体の拡大ペースが加速してい

る。 

トランプ政権による関税政策やイランへの軍事行動といった政策不確実性が高まる中において

も、総合ＰＭＩは拡大を示す水準を維持しており、調査対象企業の活動や民間需要の底堅さが改

めて示された形となった。ただし、発表元は「生産と受注の拡大は、安全在庫の積み増しに一部

起因している可能性がある」と一時的な需要押し上げの可能性を指摘している。調査回答者から

は、価格上昇や供給不足を見越したパニック的・緊急的な買いへの言及があり、パンデミック時

に見られた状況を想起させるとの見解が示されている。これはサプライチェーンの混乱リスクが

再び高まっていることを示唆している。 

 

2.需要と雇用の緩やかな増加 

主要項目の動向では、総合新規受注は、50.9（前月 51.0）と微減し、需要の拡大ペース鈍化を

示した。内訳をみると、製造業が 54.8（同 52.3）と上昇した一方、サービス業は 50.2（同

50.8）へ低下した。 

総合雇用は 50.2（同 49.7）とわずかに拡大圏に浮上したが、全体としては雇用の伸び悩みを示

唆している。製造業が 49.4（同 50.1）と縮小圏まで低下した一方、サービス業が 50.3（同

49.7）と拡大圏を回復した。 

 

3.コスト増と価格転嫁の鮮明化 

インフレ関連では、総合投入価格が 62.6（前月 60.9）、総合産出価格は 59.9（同 58.1）ととも

に上昇した。関税や賃金上昇に加えて、イランによるホルムズ海峡の事実上の封鎖がエネルギ

ー・資源価格を押し上げており、企業がコスト増を価格転嫁している様子が顕著となっている。
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（出所）Bloombergより作成

製造業では、産出価格が 61.9（同 59.6）と上昇したが、投入価格が 69.1（同 65.1）とそれを上

回るペースで上昇。財価格の押し上げが続く中でも、製造業のマージンは若干の悪化が示され

た。サービス業でも投入価格指数が 61.5（同 60.2）、産出価格指数が 59.6（同 57.9）と上昇して

おり、依然として強いインフレ圧力が継続している。 

 

4. 部門別詳細・四半期基調 

詳細な構成要素をみると、製造業では雇用が 49.4（前月 50.1）へ低下したものの、生産が 55.7

（同 53.2）、新規受注が 54.8（同 52.3）、在庫が 50.7（同 50.0）とそれぞれ上昇した。寄与度で

は雇用が▲0.15 ポイントの押し下げとなった一方、新規受注が＋0.76 ポイント、生産が＋0.63 ポ

イント、入荷遅延が＋0.32 ポイント、在庫が＋0.08 ポイントの押し上げ寄与となった。 

サービス業では、活動指数が 51.3（前月 49.8）と上昇し、事業活動の回復を示した。新規受注

は、50.2（同 50.8）へ低下したが、先行きを示す「将来の活動指数」は 62.7（同 61.5）と高水準

を保持。サービス関連企業は、依然として先行きに対し楽観的な見方を維持している。 

 

四半期ベースの基調を確認すると、4 月の総合ＰＭＩ（52.0）は、1－3 月期の平均 51.7 から上

昇した。これは米民間需要の拡大ペースが緩やかに加速したことを示している。サービス業が

51.3（同 51.4）とわずかに低下した一方、製造業が 54.0（1-3 月期 52.1）と力強く上昇したこと

が、全体の拡大ペース加速を牽引した。 
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(％) （図表）米国購買担当者指数（ＰＭＩ）の推移
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（図表）米国雇用指数（ＰＭＩ）の推移
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(％) （図表）米国生産・活動指数の推移
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（図表）米国新規受注指数（ＰＭＩ）の推移
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（図表）米国産出価格指数（ＰＭＩ）の推移
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(％)
（図表）米国投入価格指数（ＰＭＩ）の推移

製造業

サービス業

総合

(出所)）S&P Global

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

本資料は情報提供を目的として作成されたものであり、投資勧誘を目的としたものではありません。作成時点で、第一ライフ資産運用

経済研究所が信ずるに足ると判断した情報に基づき作成していますが、その正確性、完全性に対する責任は負いません。見通しは予告

なく変更されることがあります。また、記載された内容は、第一生命保険ないしはその関連会社の投資方針と常に整合的であるとは限

りません。 

4/4 

-0.2
0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0
1.2
1.4
1.6
1.8
2.0
2.2
2.4
2.6
2.8
3.0
3.2
3.4
3.6
3.8
4.0
4.2
4.4
4.6
4.8
5.0
5.2

22 23 24 25 26

（％）
日米独英10年国債利回り

ｲｷﾞﾘｽ

米国

ﾄﾞｲﾂ

日本

50

100

150

200

250

300

350

400

450

2
0
2
0
/
1
/
1

2
0
2
0
/
3
/
2
3

2
0
2
0
/
6
/
1
3

2
0
2
0
/
9
/
3

2
0
2
0
/
1
1
/
2
4

2
0
2
1
/
2
/
1
4

2
0
2
1
/
5
/
7

2
0
2
1
/
7
/
2
8

2
0
2
1
/
1
0
/
1
8

2
0
2
2
/
1
/
8

2
0
2
2
/
3
/
3
1

2
0
2
2
/
6
/
2
1

2
0
2
2
/
9
/
1
1

2
0
2
2
/
1
2
/
2

2
0
2
3
/
2
/
2
2

2
0
2
3
/
5
/
1
5

2
0
2
3
/
8
/
5

2
0
2
3
/
1
0
/
2
6

2
0
2
4
/
1
/
1
6

2
0
2
4
/
4
/
7

2
0
2
4
/
6
/
2
8

2
0
2
4
/
9
/
1
8

2
0
2
4
/
1
2
/
9

2
0
2
5
/
3
/
1

2
0
2
5
/
5
/
2
2

2
0
2
5
/
8
/
1
2

2
0
2
5
/
1
1
/
2

2
0
2
6
/
1
/
2
3

2
0
2
6
/
4
/
1
5

2020.3.23=100
株価動向

NASDAQ総合指

数

日経平均

S&P500

ＮＹダウ

50

100

150

200

250

300

350

400

450

2
0
2
0
/
1
/
1

2
0
2
0
/
3
/
2
3

2
0
2
0
/
6
/
1
3

2
0
2
0
/
9
/
3

2
0
2
0
/
1
1
/
2

4

2
0
2
1
/
2
/
1
4

2
0
2
1
/
5
/
7

2
0
2
1
/
7
/
2
8

2
0
2
1
/
1
0
/
1

8

2
0
2
2
/
1
/
8

2
0
2
2
/
3
/
3
1

2
0
2
2
/
6
/
2
1

2
0
2
2
/
9
/
1
1

2
0
2
2
/
1
2
/
2

2
0
2
3
/
2
/
2
2

2
0
2
3
/
5
/
1
5

2
0
2
3
/
8
/
5

2
0
2
3
/
1
0
/
2

6

2
0
2
4
/
1
/
1
6

2
0
2
4
/
4
/
7

2
0
2
4
/
6
/
2
8

2
0
2
4
/
9
/
1
8

2
0
2
4
/
1
2
/
9

2
0
2
5
/
3
/
1

2
0
2
5
/
5
/
2
2

2
0
2
5
/
8
/
1
2

2
0
2
5
/
1
1
/
2

2
0
2
6
/
1
/
2
3

2
0
2
6
/
4
/
1
5

2020.3.23=100
株価動向

加権指数

韓国総合株価指数

ｲﾝﾄﾞセンセックス

指数

上海総合株価指数

 

 

 

 


